
日　　時●８月４日㈬　午前9時～正午
集合場所●美郷町中央行政センター（旧役場六郷庁舎）駐車場
実施内容●農業用水利施設等の見学
見学場所●美郷町内（4ヶ所程度）
対 象 者●町内の親子60名程度（一般の方含む）
参 加 料●無　料　　
申込期限●７月21日㈬
申込方法●電話でお申込みください
申込・問●美郷町土地改良区連絡協議会事務局
　　　　　秋田県仙南土地改良区　☎0187（83）2379
※見学場所の詳細は７月15日発行のお知らせ版でご案内します。

　千屋小学校の校庭には町の魚「イバラトミヨ」が観
察できるビオトープ（※）があります。子どもたちは
「ドリームトープ」と呼んで、水や生き物などについ
て学べる空間として大切にしています。
　このドリームトープの１年に１回の清掃が６月７日
に５年生の児童たち39人により行われました。今年も
土崎地区の北小屋ボランティア（佐々木哲雄会長）や
ドリームトープを作ったときから協力してくれている
建設会社の皆さんから作業を手伝ってもらい、池の中
の落ち葉やゴミを取り除いたり、生き物を網ですくい
あげたりして、ドリームトープをきれいにしました。
　すくいあげた生き物にはイバラトミヨのほか、ヨコ
エビやイモリ、ヤゴやオタマジャクシなどがおり、き
れいになったドリームトープに戻されると気持ちよさ
そうに泳いでいました。

　仙北管内の農地・水の活動事例を見学し
て、今後の参考にしていただけるよう見学
会を行います。大仙市・仙北市・美郷町の３
会場で皆さんをお待ちしています。

小松・東前郷地区環境保全グループ
時間●午前10時～正午
場所●仙北市田沢湖小松地内
問●仙北市農林部　農山村活性課
　　☎0187-43-2207（内線2302）

元本堂資源保全組合
時間●午前10時～正午
場所●美郷町浪花字馬場添地内
問●役場農政課　農村整備班
　　☎0187-84-4908（内線2704）

仙北西部地区環境保全グループ
時間●午後１時～午後３時
場所●大仙市堀見内字寺村　西寺村自治会館
問●大仙市農林商工部　農林振興課
　　☎0187-63-1111（内線242）

業者デモンストレーション（正午～午後３時）
活動写真展

≪清水は、地域みんなのものです。保存・保全に地域みなさんのご協力を≫

第４回

【ニテコ清水】（六郷地区　大町）
し みず

美郷町水環境学習会に親子で参加して
農業用施設の機能や役割を学習しませんか

千屋小学校ドリームトープ清掃

　平成13年度、14年度の秋田県ふるさと子どもド
リームアップ事業によりビオトープを作り、活動
を進めています。佐々木会長は作業の前に「ドリ
ームトープはたくさんの人に守られてきました。
皆さんと同じようにドリームトープをきれいにし
てくれたお兄さんお姉さんには20歳になった人も
居ます。汚れた水を川に流せば、汚染された魚や
貝が私たちに戻ってきます。ドリームトープを通
して水を大切にしていきましょう」と子どもたち
に語っていました。

千屋小学校ドリームトープ

きれいになったよ
※ビオトープ：biotope
　生き物が住む場所。池を作り草木を植え込むことで、
　自然に魚や昆虫が戻るようにするもの。

同時開催／大仙市仙北ふれあいセンター

仙北市田沢湖

大仙市仙北

美郷町千畑地区7月24日㈯は
みんなで見学
いろんな農地・水

役場 千屋小
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元本堂生活
総合センター11
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▲清掃中の様子

▲落ち葉や泥が取り除かれ、 きれいになったドリームトープ

　ニテコ清水は、年間を通して水量がほとんど変わりません。そ
の豊かな水は田畑を潤すとともに、人々の喉の渇きを満たしてい
ます。「ニテコ」とはアイヌ語の「ニタイ」「コツ」が転化した
ものと言われており「森林の中の清い水たまり」という意味があ
るようです。また、明治14年（1881年）に明治天皇が御巡幸され
た際、ニテコ清水の水を差し上げたことから「御膳水清水」とも
呼ばれています。
　江戸時代の紀行家菅江真澄は「似手古清水、大町の南に有り、
亘り三尺斗なる泉ながら、いかなる旱魃にも減ずることなく、水
いやましぬ。六郷第一の名水なるべし」と著書『月の出羽路』に
記しており、古くから豊富な水量を誇っていることが伺えます。
明治2年（1869年）には、北海道の五稜郭で激戦を交えた名将榎
本釜次郎（榎本武揚）が東京に送られる際、ニテコ清水のほとり
に憩い渇きを癒したとも言われています。
　大正時代に入り、この水を使ったニテコサイダーが売り出され
てから「ニテコ清水」の名は一層有名になりました。現在も美郷
町の地サイダーとして全国各地へと発送され、美郷のおいしい水
を多くの方に味わっていただいて
います。
　清水は私たちに多くの自然の恵
みを与え続けてくれています。こ
れからも清水が生活の一部であり
続けるため、身近な自然の恵みに
感謝し、未来に向けて守り続けて
いきたいものです。

あた ばかり かん ばつ
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